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：
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
代
表

的
建
築
家
で
、後
に
ア
メ

リ
カ
に
渡
っ
て
活
躍

北
京
の
清
華
大
学
建
築
学
部
で
90
歳
を
超
え
た
今
も
教
鞭
を
と
る
ウ
ー
・

リ
ャ
ン
リ
ョ
ン＊

１

は
、
現
代
中
国
建
築
界
に
あ
っ
て
ま
さ
に
レ
ジ
ェ
ン
ド
で
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
で
建
築
教
育
を
受
け
た
彼
は
故
に
文
化
大
革
命
時
に
パ
ー
ジ

さ
れ
辛
酸
を
舐
め
る
が
、
そ
の

後
清
華
大
学
に
建
築
学
部
を
立

ち
上
げ
、
常
に
そ
の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
。
近
年
の
中
国
を

席
捲
す
る
開
発
の
あ
り
方
に
も
先
鋭
的
な
批
判
を
続
け
、「
新

た
な
中
国
の
地
域
主
義
的
建
築
」
を
標
榜
し
て
き
た
。

そ
の
吳
先
生
が
北
京
の
都
心
に
設
計
し
た
名
高
い
集
合
住

宅
が
こ
の
「
北
京
菊
儿
胡
同
（Ju'er H

utong

）」
で
あ
る
。

H
utong

と
は
「
四
合
院
」
と
い
う
中
庭
を
囲
ん
で
住
ま
い

が
方
形
に
配
置
さ
れ
た
住
居
の
原
型
で
あ
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
契
機
に
大
半
が
壊
さ
れ
た
が
、
運
よ
く
残
っ
た
四
合
院

は
今
や
大
変
な
人
気
で
、
ホ
テ
ル
な
ど
に
も
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ

ン
さ
れ
て
使
わ
れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
伝
統
的
な
住
居
様
式

を
、
現
代
的
な
文
脈
の
中
に
読
み
替
え
、
平
面
的
な
構
成
か
ら
立
体
的
に
発
展

さ
せ
た
都
心
型
高
密
度
集
合
住
宅
団
地
は
１
９
９
０
年
に
完
成
し
た
吳
先
生
の

代
表
作
で
あ
る
。
屋
根
の
形
状
も
含
め
、
新
し
い
中
国
の
地
域
主
義
的
建
築
の

モ
デ
ル
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
に

足
を
踏
み
入
れ
た
私
の
そ
の
後
の
活
動
に
大
き
な
影
響
を
頂
い
た
。
彼
の
主
張

は
以
下
に
集
約
さ
れ
る
。

①
多
文
化
的
な
分
析
を
行
い
、
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
を
自
分
の
伝
統
や
過
去
だ

け
に
求
め
る
の
で
は
な
く
、
他
の
文
化
や
現
在
に
も
求
め
る
。
②
建
築
を
統
合
的
に
分
析
し
、
都
市
や
ラ

ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
文
脈
の
中
で
地
域
建
築
の
あ
り
方
を
発
見
・
展
開
す
る
。
③
地
域
建
築
の
科
学
的
、
芸

術
的
側
面
の
両
者
に
着
目
し
、
そ
の
持
続
可
能
性
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

国
際
建
築
家
連
合＊

２

（
Ｕ
Ｉ
Ａ
）
を
通
じ
て
吳
先
生
と
知
己

を
得
た
が
、
そ
の
後
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
お
会
い
す
る
機
会
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、彼
が
か
つ
て
師
事
し
た
エ
リ
エ
ル
・
サ
ー

リ
ネ
ン＊

３

（
エ
ー
ロ
の
父
）
の
墓
地
を
探
索
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
郊
外
の
水
辺
に
運
よ
く
見
つ
か
り
、
そ
の
墓
石
の
前
で

深
く
頭
を
垂
れ
る
そ
の
姿
を
目
の
前
に
し
て
、
こ
れ
ま
で
の

激
動
の
足
跡
を
重
ね
合
わ
せ
て
、
思
わ
ず
熱
く
な
る
思
い
が

胸
に
去
来
し
た
。
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院

写真80-1 立体四合院胡同

写真80-2 吳先生近影

写真80-3 胡同の日常

写真80-4 胡同の路地と中庭
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